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平成18年［第4回］
定 例 会 報 告（会期　平成18年12月11日～22日）

平成17年度決算が承認されました。
　９月定例会に上程され、継続審査となっていました平成 17年度能美市一般・特別・企業会
計の各会計決算につきましては、閉会中に各会計の決算内容を審議し、12月定例会にて報告、
内容について承認されました。

一般会計決算
　　　　歳入決算額　　２１８億　  ６７９万５，５４６円
　　　　歳出決算額　　２１１億９，６４７万７，２３２円
　　　　差　引　額　　　　６億１，０３１万８，３１４円

依存財源依存財源自主財源自主財源

市税 6,556,831,477

諸収入 347,182,779
繰越金 636,800,305
繰入金 559,763,802
寄付金 29,125,381
財産収入 37,690,002
使用料及び手数料 363,003,660
分担金及び負担金 728,739,614

議会費 242,809,324
衛生費 1,699,691,856
労働費 3,079,050
農林水産業費 870,737,177

災害復旧費
24,558,150

商工費
869,847,953

消防費
469,362,441

地方交付税
4,537,153,000

市債
4,244,000,000

地方贈与税 430,187,000
利子割交付金 31,152,000
配当割交付金 12,442,000
株式等譲渡所得割交付金 20,780,000
地方消費税交付金 441,438,000
ゴルフ場利用税交付金 56,016,817
自動車取得税交付金 144,991,000
地方特例交付金 212,579,000

交通安全対策特別交付金
 7,829,000
国庫支出金 1,570,040,922
県支出金 839,049,787

民生費
4,741,009,980

総務費
2,278,787,037

教育費
3,134,836,039

公債費
2,137,621,061

諸支出金
2,287,591,113

土木費
2,436,546,051

●平成17年度一般会計　歳入（単位：円）

●平成17年度一般会計　歳出（単位：円）
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平成18年［第4回］
定 例 会 報 告（会期　平成18年12月11日～22日）

特別会計・企業会計決算（一覧）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

歳　　入 歳　　出 実　質　収　支

特　

別　

会　

計

国民健康保険特別会計 3,855,146,264 3,847,541,767 7,604,497
老人保健特別会計 4,224,338,980 4,250,906,446 （※１）△ 26,567,466
介護保険特別会計 2,563,330,252 2,522,729,085 40,601,167
公共下水道事業特別会計 3,293,539,523 3,280,681,851 12,857,672
農業集落排水事業特別会計 77,333,978 76,520,462 813,516
温泉事業特別会計 12,117,378 10,291,713 1,825,665
住宅地開発事業特別会計 21,296,352 21,296,352 0

企　

業　

会　

計

水道事業会計（収益的収支） 752,679,827 783,463,590 △ 30,783,763
水道事業会計（資本的収支） 468,440,508 700,647,726 （※３）△ 232,207,218
工業用水道事業会計（収益的収支） 264,389,000 249,742,000 14,647,000
工業用水道事業会計（資本的収支） 0 100,132 （※３）△ 100,132
市立病院事業会計（収益的収支） 2,643,045,557 2,638,597,291 4,448,266
市立病院事業会計（資本的収支） 97,436,000 346,112,916 （※３）△ 248,676,916

　　　　　　　　　　※１　老人保健特別会計の不足分については、平成18年度会計で繰上充用（※2）される。
　　　　　　　　　　※２　歳出が歳入を上回ったときに、翌年度の歳入を繰り上げて充てること。
　　　　　　　　　　　　　（地方自治法施行令第166条の 2の規定による処理の方法）
　　　　　　　　　　※３　�資本的収支の歳入歳出額の不足分については、過年度損益勘定留保資金及び当年度損益勘定留保資金により補てんした。
審査結果一覧

案　　　　　件　　　　　名 付託委員会（※ 4） 採決結果（※ 5）

決算案件
（11 件）

（継続審査）

平成 17 年度能美市一般会計歳入歳出決算認定について 一 ○
　　 〃 　　能美市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 特 ◎
　　 〃 　　能美市老人保健特別会計歳入歳出決算認定について 特 ◎
　　 〃 　　能美市介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 特 ◎
　　 〃 　　能美市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について 特 ◎
　　 〃 　　能美市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定について 特 ◎
　　 〃 　　能美市温泉事業特別会計歳入歳出決算認定について 特 ◎
　　 〃 　　能美市住宅地開発事業特別会計歳入歳出決算認定について 特 ◎
　　 〃 　　能美市水道事業会計決算認定について 特 ◎
　　 〃 　　能美市工業用水道事業会計決算認定について 特 ◎
　　 〃 　　国民健康保険能美市立病院事業会計決算認定について 特 ◎

条例案件
（4 件）

能美市基金条例の一部を改正する条例について 産 ◎
能美市介護保険条例の一部を改正する条例について 教 ◎
能美市公民館条例の一部を改正する条例について 教 ◎
能美市工業用水道給水条例の一部を改正する条例について 産 ◎

補正予算
（4 件）

平成 18 年度能美市一般会計補正予算（第 5 号） 総 産 教 ◎
　　 〃 　　能美市国民健康保険特別会計補正予算（第 2 号） 教 ◎
　　 〃 　　能美市公共下水道事業特別会計補正予算（第 1 号） 産 ◎
　　 〃 　　能美市農業集落排水事業特別会計補正予算（第 1 号） 産 ◎

その他案件
（5 件）

第 1 次能美市総合計画基本構想の策定について 総 ○
石川県後期高齢者医療広域連合の設立について 教 ○
町及び字の区域の変更について 産 ◎
能美市サンロード情報ステーションの指定管理者の指定について 産 ◎
能美市生活支援ハウスの指定管理者の指定について 教 ◎

人事案件（1 件） 人権擁護委員の推薦について ◎
報告案件（1 件） 専決処分の報告について（平成 18 年度能美市一般会計補正予算（第 4 号）） 産 ◎

議会議案
（5 件）

市長において専決処分することができる事項の指定について ○
永住外国人の地方参政権に関する意見書 ◎
北朝鮮によるミサイル発射及び核実験に関する意見書 ◎
道路整備財源の確保に関する意見書 ○
トンネルじん肺根絶に関する意見書 ◎

　　　　　　　　　　※４　付託した委員会の略名（総：総務常任委員会、産：産業建設常任委員会、教：教育民生常任委員会、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一：一般会計決算特別委員会、特：特別会計・企業会計決算特別委員会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　空欄は委員会付託を行なわなかった案件）
　　　　　　　　　　※５　採決の結果（◎：全員賛成で可決されたもの、○：賛成多数で可決されたもの、×：賛成少数で否決されたもの）
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第 1 次能美市総合計画基本構想について
  能美市総合計画とは・・・
　能美市総合計画（以下「総合計画」と言う。）は、能美市における総合的かつ計画的な行政の
運営を図るための最上位計画です。今回策定された計画は、能美市の今後 10 年間（平成 19 年
度から平成 28 年度まで）の市政運営に対する方向付けのための『手引書（マニュアル）』とし
て活用されます。

  総合計画の構成は・・・
　総合計画は、『基本構想』と『基本
計画』、そして『実施計画』により構
成され、今定例会では『基本構想』と
『基本計画』が議決されました。
　『基本構想』は、能美市の概況や潮流、
主要課題等を踏まえ、長期的な視点か
ら目指すべき将来像を設定し、将来像
に目指していくための基本方針や主要
指標の見通し、土地利用構想等を示すもの。
　『基本計画』は、基本構想で定めた将来像やまちづくりの基本方針等を受けてその実現のため
に必要となる基本的な施策を分野別に体系化し、目標を設定して各種施策の展開方針や市民と
行政の役割分担等を示すもの。この基本計画は、社会情勢等に柔軟に対応していくため、経年
的な進捗管理を行ない、時代の変化に応じて弾力的な運用・見直し・修正を行なう。

  基本構想における『まちづくり』のテーマは・・・
　『海山川の恵みと人が輝くやすらぎのまちづくり』をテーマとし、能美市の豊かな自然環境を
有効に活用しつつ、住民が市政に参画・協働できる、快適で住みたい・住み続けたいと思い続
けられるような “まちづくり” を目指しています。

  基本構想における『まちづくり』の基本方針は・・・
　『海山川の恵みと人が輝くやすらぎのまちづくり』の実現のために、以下の 8つの方針を設定
しています。
　1.　能美市の魅力を創造し、愛着の持てるまちづくり【魅力】
　2.　歴史・文化と自然を再認識し、後世へ継承するまちづくり【歴史・自然】
　3.　コミュニティを重視した快適居住のまちづくり【居住環境】
　4.　誰もが健康で安心して暮らせるまちづくり【健康・福祉】
　5.　地域から全国へ発信する活力のあるまちづくり【産業・観光】
　6.　学び、考え、育む心豊かなまちづくり【教育・文化・スポーツ】
　7.　行財政改革の推進による効率的かつ健全なまちづくり【行財政】
　8.　市民が主役の自立型まちづくり【参画・協働】

◆総合計画の構成◆
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シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
運
営
に
つ
い
て

　

対
象
と
な
る
市
民
へ
の
告
知
、
Ｐ

Ｒ
、
就
労
環
境
の
確
保
、
仕
事
の
配

分
等
ど
の
よ
う
な
運
営
を
し
て
い
る

か
。

市
長
答
弁

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
も
法
人

化
さ
れ
、
理
事
会
、
事
務
局
が
一
体

と
な
り
事
業
の
充
実
化
に
努
め
て
い

る
。
市
民
よ
り
の
受
託
作
業
も
増
加

し
就
業
会
員
へ
の
賃
金
支
払
も
順
調

に
増
加
し
て
い
る
。
今
後
新
し
く
能

美
市
特
産
品
の
丸
い
も
栽
培
事
業
が

来
春
よ
り
本
格
的
に
始
ま
り
、
積
極

的
な
活
動
を
市
と
し
て
支
援
し
て
い

く
。
ま
た
、
樹
木
剪
定
く
ず
を
チ
ッ

プ
化
し
て
有
効
活
用
す
る
リ
サ
イ
ク

ル
事
業
も
検
討
し
て
い
る
。

　

市
民
へ
の
周
知
は
広
報
へ
掲
載
、

仕
事
受
注
は
シ
ル
バ
ー
事
務
職
員
が

企
業
訪
問
を
行
っ
て
い
る
。

団
塊
世
代
の
マ
ン
パ
ワ
ー

を
利
用
し
て
高
齢
者
の
よ

き
見
張
り
役
が
出
来
な
い
か

市
長
答
弁

　

元
気
の
あ
る
人
材
の
活
用
で
は
単

に
シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー
の
み
な
ら
ず

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
社
会
福
祉
協
議
会
と

の
連
携
も
視
野
に
入
れ
て
検
討
す

る
。

倉
元　

正
順　
議
員

第
59
回
県
民
体
育
大
会
の

対
応
策
に
つ
い
て

　

市
民
に
感
動
と
喜
び
を
与
え
る
石

川
県
の
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
第
59
回
県

民
体
育
大
会
の
開
催
地
と
し
て
の
受

入
れ
体
制
と
能
美
市
選
手
団
の
強
化

策
応
援
体
制
と
い
っ
た
意
気
込
み
に

つ
い
て
ど
う
な
の
か
。

市
長
答
弁

　

来
年
の
第
59
回
石
川
県
民
体
育
大

会
は
能
美
市
が
開
催
の
中
心
に
な
る

が
、「
小
松
市
」「
加
賀
市
」「
川
北

町
」
に
も
競
技
会
場
を
お
願
い
し
た

い
。
開
催
市
町
と
の
連
携
を
密
に
し

準
備
作
業
に
入
っ
て
い
る
。

教
育
管
理
局
長
答
弁

　

選
手
の
受
入
れ
体
制
や
能
美
市
と

し
て
の
選
手
強
化
策
応
援
体
制
に
つ

い
て
も
具
体
的
方
法
を
協
議
し
市
民

全
体
の
盛
り
上
げ
に
よ
り
上
位
入
賞

を
目
指
し
努
力
し
て
行
き
た
い
。

観
光
資
源
に
サ
ケ
活
用
を

　

手
取
川
の
サ
ケ
を
共
有
財
産
に
近

隣
市
町
に
先
取
り
し
た
市
独
自
性
の

あ
る
取
り
組
み
に
よ
り
全
国
に
発
進

す
る
人
集
め
、
手
取
川
の
サ
ケ
を
能

美
市
の
観
光
資
源
化
に
活
用
出
来
な

い
か
。

市
長
答
弁

　

観
光
資
源
化
す
る
に
は
費
用
対
効

果
を
考
え
る
と
多
々
問
題
が
あ
る
よ

う
に
思
う
。
貴
重
な
意
見
を
有
効
な

る
手
立
と
し
て
具
体
化
出
来
な
い

か
、も
う
少
し
勉
強
さ
せ
て
ほ
し
い
。

米
田　

敏
勝　
議
員

薪割り作業（ふれあいプラザ）
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救
命
講
習
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動

体
外
式
除
細
動
器
）
の
設
置

拡
大
を

　

国
内
で
年
間
5
万
人
の
方
が
心

臓
突
然
死
で
亡
く
な
っ
て
い
る
。
救

命
処
置
が
早
け
れ
ば
助
か
る
率
が
高

い
。
こ
の
際
、
救
命
講
習
を
受
け
れ

ば
誰
で
も
取
り
扱
え
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使

用
し
て
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
早
く
行
う

こ
と
が
重
要
。

　

庁
舎
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
が
必
要
で

あ
る
し
、
貸
し
出
せ
る
体
制
も
整
え

る
べ
き
。市

長
答
弁

　

こ
れ
ま
で
に
、
公
共
施
設
に
設
置

し
た
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、
福
祉
施
設
、
体
育

施
設
な
ど
、
合
計
12
箇
所
で
あ
る
。

今
後
は
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
や
ク
ア
ハ

ウ
ス
、
辰
口
庁
舎
に
順
次
設
置
し
た

い
と
考
え
る
。
貸
し
出
し
に
つ
い
て

は
、
各
地
区
の
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

に
配
備
さ
れ
た
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
活
用
い
た

だ
き
た
い
。

　

今
年
度
の
救
命
講
習
会
は
、
延
べ

31
回
開
催
さ
れ
、
受
講
者
は
、
市

職
員
を
含
め
５
４
７
人
と
な
っ
て
お

り
、引
き
続
き
実
施
し
て
い
き
た
い
。

小
・
中
学
校
の
い
じ
め
実
態

と
対
策
は

　

全
国
的
に
い
じ
め
に
よ
る
児
童
の

自
殺
が
相
次
い
で
い
る
。
い
じ
め
の

元
を
断
つ
差
別
言
動
な
ど
の
撲
滅
と

自
殺
ま
で
に
発
展
す
る
精
神
の
対
策

が
必
要
と
考
え
る
。
能
美
市
の
実
態

と
対
策
は
。

教
育
長
答
弁

　
小
学
校
で
は
、
家
庭
で
の
さ
び
し
さ

や
過
度
の
緊
張
が
弱
者
い
じ
め
に
つ

な
が
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
と
ゲ
ー
ム

や
テ
レ
ビ
等
の
影
響
に
よ
る
言
動
が

あ
る
。
中
学
校
で
は
、
こ
れ
ら
に
加

え
て
思
春
期
の
感
情
の
も
つ
れ
や
部

活
動
等
で
の
仲
間
と
の
軋
轢
が
あ
る
。

　

学
校
現
場
で
は
、
相
談
し
や
す
い

環
境
づ
く
り
や
児
童
へ
の
心
の
ケ
ア

を
含
め
て
学
校
全
体
で
の
対
応
を
指

示
し
て
い
る
。
保
護
者
や
教
職
員
と

連
携
し
、
学
校
の
資
質
向
上
に
向
け

て
努
力
す
る
。

小
手
川　

正
明　
議
員

一
市
二
制
度
の
今
後
は

　

現
行
都
市
計
画
区
域
の
１
市
２
制

度
（
線
引
き
有
り
、
線
引
き
な
し
）

は
新
市
の
一
体
的
な
都
市
計
画
行
政

を
推
進
す
る
上
で
極
め
て
重
要
な
行

政
課
題
で
あ
る
。
過
日
の
合
併
協
議

の
中
で
は
「
合
併
後
近
い
将
来
に
能

美
市
の
発
展
を
考
え
、
出
来
る
限
り

市
民
の
納
得
の
行
く
姿
で
、
１
つ
の

都
市
計
画
区
域
と
す
る
」
事
を
前
提

と
し
て
税
率
の
平
準
化
を
３
年
間
で

図
っ
た
訳
で
、
19
年
度
が
最
終
で
あ

る
。
そ
こ
で
、
現
在
策
定
中
の
市
の

総
合
計
画
や
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
で
明
確
な
方
針
が
示
さ
れ
る
と

思
う
が
、
現
段
階
で
の
考
え
は
。

市
長
答
弁

　

都
市
計
画
行
政
推
進
に
民
意
を
反

映
さ
せ
る
た
め
、懇
談
会
や
専
門
家
、

学
識
経
験
者
の
意
見
を
聞
く
会
合
を

計
画
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
あ
く
ま

で
も
私
見
の
一
端
と
し
て
は
、
近
未

来
的
に
は
１
つ
の
区
域
と
し
、「
線

引
き
は
行
わ
な
い
」
と
す
る
こ
と
が

最
善
策
で
あ
る
と
考
え
る
。一
方「
線

引
き
」
を
廃
止
し
た
場
合
の
諸
課
題

に
つ
い
て
は
特
定
用
途
制
限
地
域
等

を
導
入
し
、
規
制
誘
導
手
法
で
良
好

な
市
街
地
の
保
全
を
図
り
た
い
。
し

か
し
、
そ
の
手
続
き
の
道
程
は
決
し

て
平
坦
で
は
な
い
。
今
後
は
市
民
、

議
会
と
協
議
調
整
し
、
国
、
県
当
局

と
協
議
し
た
い
。

畑
中　

晃
昭　
議
員

和光台
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産
業
功
労
者
・
技
術
功
労
者

の
表
彰
制
度
を
設
け
よ

市
長
答
弁

　

表
彰
制
度
は
、
十
分
に
認
識
し
て

い
る
。
種
類
・
内
容
等
に
つ
い
て
、

検
討
を
始
め
る
。

七
ツ
滝
の
駐
車
場
に
ト
イ

レ
施
設
を
設
置
せ
よ

市
長
答
弁

　

森
づ
く
り
活
動
や
里
山
体
験
交

流
、
活
動
状
況
を
見
な
が
ら
、
周
辺

一
帯
の
総
合
的
な
計
画
、
管
理
・
休

憩
施
設
と
組
み
合
わ
せ
た
も
の
な
ど

を
検
討
す
る
。

バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想

に
つ
い
て

①�

家
庭
ご
み
や
食
品
業
界
廃
棄
物
も

市
の
食
品
循
環
資
源
と
し
て
事
業

化
せ
よ

②�

市
の
「
エ
コ
ブ
ラ
ン
ド
米
」「
商

標
登
録
」
を
め
ざ
せ

③�

市
の
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
を

作
成
せ
よ

市
長
答
弁

①�

市
の
17
年
度
、
ご
み
の
総
排
出
量

中
、
14
％
が
バ
イ
オ
マ
ス
と
推
定

さ
れ
、
こ
れ
ら
を
再
資
源
化
で
き

れ
ば
、環
境
に
即
し
た
事
業
と
な
る
。

産
学
民
官
連
携
、
食
品
リ
サ
イ
ク

ル
事
業
の
可
能
性
を
検
討
す
る
。

②�

石
川
県
立
大
学
や
先
端
大
学
の
意

向
や
県
、
Ｊ
Ａ
の
取
り
組
み
を
聞

き
検
討
す
る
。

③�

循
環
型
社
会
は
大
変
に
重
要
で
あ

り
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
地
産
地
消

モ
デ
ル
事
業
や
先
端
技
術
で
エ
ネ

ル
ギ
ー
生
産
お
よ
び
堆
肥
化
事
業

が
で
き
な
い
か
、
市
に
合
っ
た
バ

イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
を
模
索
し

て
い
く
。

嵐　

昭
夫　
議
員

農
業
政
策
に
つ
い
て

　

平
成
19
年
度
よ
り
国
の
米
政
策
が

大
き
く
変
わ
る
。「
品
目
横
断
的
経

営
安
定
対
策
」
は
担
い
手
に
農
地
を

集
積
し
、
農
地
保
全
を
図
る
も
の
だ

が
「
※

農
地
の
貸
し
は
が
し
」
を
注

視
し
、「
農
地
、
水
、
環
境
保
全
向

上
対
策
」
は
参
加
希
望
集
落
が
全
て

受
け
ら
れ
る
様
対
応
す
べ
き
だ
が
見

解
を
問
う
。

産
業
建
設
部
長
答
弁

　
「
担
い
手
緊
急
支
援
チ
ー
ム
」
を

組
織
し
対
処
し
て
い
る
。「
農
地
、

水
、
環
境
保
全
向
上
対
策
」
も
計
画

策
定
段
階
か
ら
積
極
的
に
支
援
し
て

い
く
。

い
じ
め
問
題
に
つ
い
て

　

い
じ
め
か
ら
自
殺
へ
と
短
絡
す
る

事
件
が
連
鎖
し
残
念
で
あ
る
。
地
域

の
人
々
が
積
極
的
に
参
加
し
、「
心

の
教
育
」
を
し
て
命
の
大
切
さ
を
教

え
る
べ
き
だ
が
対
応
を
示
せ
。

教
育
長
答
弁

　
「
町
の
先
生
」
と
し
て
様
々
な
分

野
の
先
生
を
招
い
て
学
習
し
て
い

る
。

　

小
学
校
で
は
児
童
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
、
中
学
校
は
生
徒
へ
の
「
お
手
紙

作
戦
」
を
実
施
し
指
導
し
て
い
る
。

「
絆
」
を
大
切
に
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
で
働
き
か
け
て
い
き
た
い
。

北
野　

哲　
議
員

※
農
地
の
貸
し
は
が
し

　

�

認
定
農
業
者
な
ど
に
貸
し
て
い
る
農
地
を
集

落
営
農
に
組
み
込
む
た
め
に
借
り
主
の
意
思

に
か
か
わ
り
な
く
返
還
を
求
め
る
こ
と
。
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ク
マ
と
の
共
生

　

能
美
市
で
熊
に
襲
わ
れ
る
事
態
が

発
生
し
た
。
市
内
で
の
出
没
も
本

年
約
50
件
あ
る
。
捕
獲
が
親
熊
４

頭
、
小
熊
５
頭
。
そ
の
中
で
放
獣
小

熊
１
頭
、
駆
除
の
親
熊
４
頭
、
小
熊

４
頭
と
聞
い
て
い
る
。
全
国
で
も

３
７
０
０
頭
あ
る
。

　

石
川
県
に
は
約
７
０
０
頭

の
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
が
生
息
し

て
い
る
そ
う
で
あ
る
。
し
か

し
、
そ
の
生
態
や
行
動
範
囲

に
は
ま
だ
、
わ
か
ら
な
い
こ

と
が
多
い
。
富
山
市
で
は
捕

獲
し
た
熊
に
発
信
機
を
つ
け

奥
山
に
放
獣
し
て
い
る
。
熊

の
出
没
は
人
類
へ
の
大
い
な

る
警
鐘
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

地
球
温
暖
化
も
背
景
に
あ
る
。

安
全
対
策
の
強
化
と
し
て
、

ど
ん
ぐ
り
等
の
山
林
へ
の
植
林
、
熊

へ
の
餌
の
提
供
、
学
・
官
連
携
で
の

熊
と
の
共
生
の
研
究
を
せ
よ
。

市
長
答
弁

　

山
間
地
域
の
荒
廃
や
餌
と
な
る
ミ

ズ
ナ
ラ
の
木
の
枯
れ
死
な
ど
熊
も
被

害
者
で
あ
る
。
熊
へ
の
餌
の
散
布
は

イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
餌
と
も
な
り
環
境

に
悪
影
響
が
あ
る
。
木
の
実
の
な
る

植
樹
も
速
効
的
な
効
果
が
な
い
。
石

川
県
の
対
応
と
協
力
し
た
い
。

青
山　

利
明　
議
員

循
環
型
社
会
の
形
成
は
、
行

政
の
最
重
要
課
題

　

循
環
型
社
会
の
形
成
は
、
環
境
破

壊
や
地
球
温
暖
化
に
歯
止
め
を
か

け
、
後
々
の
世
代
に
継つ
な

が
る
人
と
自

然
の
共
生
で
き
る
社
会
を
創
る
上

で
、
行
政
の
最
重
要
課
題
と
し
て
、

取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
。
総
合
計
画

に
示
さ
れ
る
ゴ
ミ
減
量
化
の
推
進
に

お
い
て
、
生
ゴ
ミ
の
完
全
リ
サ
イ
ク

ル
化
の
取
り
組
み
が
必
要
。

　

又
、
環
境
フ
ェ
ア
の
開
催
に
お
い

て
、
生
ゴ
ミ
の
完
全
リ
サ
イ
ク
ル
に

向
け
て
、
市
と
市
民
が
協
働
で
取
り

組
む
普
及
啓
発
活
動
を
お
願
い
し
た

い
。

市
長
答
弁

　

市
民
や
事
業
者
と
協
働
し
な
が

ら
、
３
Ｒ
運
動
（
廃
棄
物
の
発
生
抑

制
、
再
使
用
、
再
生
利
用
）
に
よ
る

ゴ
ミ
減
量
化
や
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
学
校
・
保
育
園

の
生
ゴ
ミ
は
、
堆
肥
に
リ
サ
イ
ク
ル

し
て
い
る
。一
般
家
庭
の
生
ゴ
ミ
は
、

加
賀
市
を
参
考
に
し
、
能
美
市
な
り

の
方
策
で
努
力
し
た
い
。
環
境
フ
ェ

ア
で
は
、
先
進
活
動
の
事
例
を
紹
介

し
た
り
、粗
大
ゴ
ミ
の
リ
サ
イ
ク
ル・

展
示
・
販
売
。
更
に
、
講
演
会
等
に

よ
り
市
民
に
Ｐ
Ｒ
し
、
地
球
温
暖
化

対
策
等
環
境
保
全
の
啓
発
活
動
に
努

め
た
い
。

居
村　

清
二　
議
員

リサイクルセンター
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当
面
分
庁
方
式
の
期
間
は

い
つ
ま
で
か

�

合
併
か
ら
1
年
10
ヶ
月
余
り
経
過

し
た
今
日
、
3
分
庁
方
式
で
行
政

サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
て
い
る
が
、

3
庁
舎
の
維
持
管
理
費
に
相
当
な
コ

ス
ト
を
か
け
て
い
る
の
も
現
実
で
あ

る
。
行
財
政
効
率
化
の
観
点
か
ら
経

費
の
切
詰
め
は
必
至
で
あ
り
、
新
市

建
設
計
画
で
当
面
と
し
た
分
庁
方
式

の
期
間
に
つ
い
て
見
解
を
示
せ
。

市
長
答
弁

�

市
民
が
融
和
と
一
体
性
の
確
立
に

向
け
て
努
力
す
る
に
は
、
暫
く
の
時

期
、
分
庁
方
式
で
臨
む
の
が
次
善
の

策
で
あ
っ
た
。
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低

下
や
分
庁
に
よ
る
不
便
が
あ
る
か
否

か
、
各
般
に
亘
る
事
情
を
詳
細
に
検

証
す
る
こ
と
が
今
後
の
庁
舎
の
在
り

方
を
検
討
す
る
上
で
欠
く
べ
か
ら
ざ

る
作
業
前
提
で
あ
り
、少
な
く
と
も
、

3
、
4
年
の
経
験
期
間
が
必
要
だ
。

統
合
庁
舎
建
設
の
考
え
は

あ
る
の
か

　

合
併
特
例
債
の
活
用
の
仕
方
・
期

限
・
建
設
基
金
等
の
観
点
か
ら
現
段

階
の
見
解
を
示
せ
。

市
長
答
弁

　

特
例
債
を
利
用
せ
ず
、
自
力
で
建

設
基
金
を
積
立
て
る
こ
と
も
方
策
の

一
つ
。
当
面
の
期
間
を
勘
案
し
な
が

ら
、
市
民
か
ら
広
く
意
見
を
聞
き
、

こ
の
重
要
問
題
に
対
処
し
て
い
き
た

い
。

北
村　

國
博　
議
員

市
の
観
光
政
策
を
推
進
せ

よ

　

市
内
の
自
然
、
歴
史
、
史
跡
、
文

化
財
、
加
え
て
温
泉
、
九
谷
焼
、
丘

陵
公
園
、
松
井
秀
喜
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
な
ど
地
域
資
源
、
観

光
資
源
の
活
用
策
、
開
発
整
備
は
。

市
長
答
弁

　

こ
れ
ら
資
源
を
有
機
的
に
結
び
つ

け
る
こ
と
が
重
要
。東
西
幹
線
道
路
、

各
施
設
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
を
整
備

し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

「
団
塊
の
世
代
」
の
誘
客
や

リ
ピ
ー
タ
ー
確
保
策
は

市
長
答
弁

　

ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
を
中
心
に
滞
在
型

の
観
光
政
策
に
つ
い
て
関
係
団
体
と

協
議
検
討
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

県
内
外
の
生
徒
の
学
習
や
修
学
旅
行

の
た
め
に
秋
常
山
古
墳
群
を
整
備
し

た
い
。

石
川
県
と
の
連
携
、
ア
ピ
ー

ル
は

助
役
答
弁

　

県
の
策
定
し
た
「
新
ほ
っ
と
石
川

観
光
プ
ラ
ン
」
に
よ
り
、
県
、
市
、

事
業
者
、
観
光
団
体
等
が
相
互
に
協

力
し
な
が
ら
施
策
を
展
開
し
て
い

る
。
ま
た
、
ネ
ッ
ト
上
に
観
光
物
産

情
報
サ
イ
ト
「
コ
コ
ノ
ミ
」
を
開
設
、

県
の
観
光
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
市
の

観
光
情
報
を
掲
載
。
今
後
と
も
広
く

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
。

福
田　

豊　
議
員

寺井庁舎
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財
政
運
営
展
望
し
、
建
設
計

画
を
見
直
せ

　

能
美
市
の
平
成
17
年
度
の
財
政
指

標
は
、
健
全
な
自
治
体
の
指
標
を
示

し
て
い
る
が
、
将
来
に
わ
た
っ
て
安

泰
と
は
い
え
な
い
。

　

過
去
10
年
間
で
は
、
建
設
事
業
に

飛
び
ぬ
け
た
支
出
を
し
て
い
る
。

　

能
美
市
の
総
合
計
画
は
、
合
併
時

の
建
設
計
画
を
継
承
す
る
も
の
で
あ

り
、
４
７
６
億
円
の
公
共
事
業
を
お

こ
な
え
ば
、
市
民
に
大
き
な
借
金
負

担
を
お
わ
せ
る
こ
と
に
な
る
。

　

借
金
返
し
は
、
年
間
39
億
円
と
現

在
の
２
倍
と
な
る
。

　

市
民
の
望
む
「
誰
で
も
が
健
康
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」

を
進
め
る
た
め
に
は
、「
無
駄
な
投

資
は
し
な
い
」
の
立
場
で
、
建
設
事

業
計
画
を
見
直
す
べ
き
で
な
い
か
。

市
長
答
弁

　

基
本
的
に
は
合
併
時
の
建
設
事
業

計
画
を
推
進
す
る
。

　

行
政
の
効
率
化
と
企
業
誘
致
な
ど

自
主
財
源
の
確
保
に
努
力
す
る
。

　

消
極
的
行
政
の
展
開
で
は
元
気
な

ま
ち
づ
く
り
に
支
障
が
あ
る
。

　

市
民
の
生
活
の
利
便
性
の
向
上
等

に
必
要
な
投
資
的
事
業
に
つ
い
て
は

着
実
に
進
め
て
い
く
。

　

総
合
計
画
基
本
構
想
で
修
正
し
た

が
、
基
本
的
に
は
建
設
事
業
計
画
を

進
め
て
い
く
。

近
藤　

啓
子　
議
員

反　
対

近
藤　
啓
子　
議
員

能
美
市
総
合
計
画
基
本
構
想
の
策
定
に
つ
い
て

　

基
本
的
に
は
合
併
時
の
建
設
計
画
の

推
進
で
あ
り
、
将
来
大
き
な
借
金
と
市

民
サ
ー
ビ
ス
へ
の
影
響
が
予
想
さ
れ
る
。

実
態
に
見
合
っ
た
建
設
計
画
と
し
、「
ム

ダ
」
を
省
く
こ
と
こ
そ
求
め
ら
れ
る
。

　

国
と
同
じ
よ
う
に
、
自
治
体
の
ス
リ

ム
化
、
行
政
改
革
の
推
進
で
は
、
自
治

体
本
来
の
仕
事
「
住
民
の
福
祉
の
増
進

を
図
る
こ
と
」
推
進
へ
の
影
響
が
あ
る
。

　

自
治
体
本
来
の
役
割
を
明
確
に
す
る

中
で
こ
そ
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
発

展
が
あ
る
。

石
川
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の

設
立
に
つ
い
て

①�

年
間
年
金
額
18
万
円
以
上
の
人
か
ら

保
険
料
を
徴
収
す
る

②�

資
格
証
明
書
の
発
行
が
可
能
と
な
る
。

③�

医
療
費
が
上
が
る
と
、
保
険
料
負
担

に
跳
ね
返
る
仕
組
み
で
あ
り
受
診
抑

制
へ
と
つ
な
が
る
。

④�

介
護
保
険
料
と
合
わ
せ
て
月
に
1
万

円
を
超
え
る
負
担
と
な
る
。

⑤�

新
た
な
年
齢
に
よ
る
差
別
医
療
と
な

る
過
酷
な
保
険
制
度
で
あ
る
。

平
成
17
年
度
一
般
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

　

合
併
初
年
度
の
決
算
で
あ
る
が
、
景

気
の
低
迷
や
年
金
の
減
額
、
所
得
格
差

の
拡
大
で
暮
ら
し
も
大
変
で
あ
り
、
重

税
感
も
増
し
て
い
る
。

　

個
人
住
民
税
と
都
市
計
画
税
の
負
担

増
や
横
断
道
路
の
建
設
な
ど
、
合
併
時

の
、「
サ
ー
ビ
ス
は
高
く
負
担
は
低
く
。」

の
約
束
の
矛
盾
も
出
て
き
て
い
る
。

　

余
っ
た
税
金
は
基
金
に
積
む
だ
け
で

な
く
、
市
民
の
暮
ら
し
応
援
に
使
う
べ

き
で
あ
る
。

賛　
成

福
田　
豊　
議
員

能
美
市
総
合
計
画
基
本
構
想
の
策
定
に
つ
い
て

　

第
１
次
能
美
市
総
合
計
画
基
本
構
想
の

策
定
に
つ
い
て
は
、
こ
の
基
本
構
想
を
元

に
総
合
計
画
も
作
成
さ
れ
て
お
り
、
市
民

一
人
ひ
と
り
が
「
能
美
市
は
ど
ん
な
と
こ

ろ
か
」
と
い
う
原
点
を
見
つ
め
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
内

容
に
お
い
て
足
ら
ざ
る
と
こ
ろ
は
補
い
、

改
め
る
と
こ
ろ
は
改
め
て
い
け
る
よ
う
、

市
民
皆
で
将
来
の
能
美
市
を
考
え
て
い
け

る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

石
川
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の

設
立
に
つ
い
て

　

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
設
立

に
つ
い
て
。
こ
の
し
く
み
は
、
こ
れ
か

ら
後
期
高
齢
者
の
人
口
が
増
え
、
現
役

世
代
の
人
口
が
減
る
こ
と
を
見
越
し
て

の
も
の
。
過
剰
な
サ
ー
ビ
ス
や
保
険
料

未
納
に
よ
る
給
付
倒
れ
に
対
す
る
安
全

装
置
が
い
く
つ
も
働
く
仕
組
み
に
な
っ

て
い
て
、
財
源
と
運
営
を
考
え
る
と
こ

れ
か
ら
必
要
な
も
の
で
は
な
い
で
は
な

い
か
。

平
成
17
年
度
一
般
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

　

一
般
会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
に
つ
い

て
、
実
質
収
支
額
は
黒
字
。
義
務
的
な

経
費
（
経
常
収
支
比
率
）
は
91
・
１
％
。

と
は
い
う
も
の
の
、「
実
質
公
債
比
率
」

は
県
内
で
最
も
低
い
数
字
。

　

こ
の
こ
と
は
、
慎
重
性
を
要
す
る
も

の
の
柔
軟
か
つ
大
胆
に
予
算
が
執
行
で

き
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

　

昨
年
度
は
少
子
高
齢
化
に
即
応
し
た

福
祉
や
医
療
を
は
じ
め
、
市
民
の
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
て
諸
事
業
を
進
め
た
も
の

と
認
め
ら
れ
る
。

　

こ
れ
か
ら
も
健
全
な
財
政
と
有
効
な

予
算
執
行
を
望
み
、
賛
意
を
表
す
る
。

──────────　討　論　──────────

将来土地利用方針図（基本構想より）
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委員会活動

総　　務
常任委員会

○第一次能美市総合計画基本構想の策定	 →　原案承認（全員一致）
　�今後10年間の新しいまちづくりに向けた基本計画を作成したもの「海山川の恵みと人が
輝くやすらぎのまちづくり」
○平成18年度能美市一般会計補正予算（第5号）所管事項	 →　原案承認（全員一致）
　集中豪雨による災害復旧費、原因不明の通信障害等改修費など

Q		総合計画基本構想を可決承認すれば基
本計画も承認したことになるのか。

A		基本構想は今後10年間の新しいまちづ
くりで基本計画は今後の状況変化に応
じ見直しをする。

Q		19年度から基本構想に基いた計画を進
めていくのか。

A		３年程度の実施計画を作り予算審議を
経た中で計画を進めて行く。

Q		拠点ゾーンを形成するとあるが、具体的
にどうか。

A		九谷陶芸村を中心とし既存施設はもと
より周辺空地等を含めゾーン作りを進
めたい。

Q		駅周辺の環境整備はどのようになるの
か。

A		線路横断は東西方向に高架橋を設け駅
舎も橋上化して設置し、駅前ロータリー
も整備をする。

Q		集中豪雨による復旧工事の完成はいつ
頃か。

A		農林関係の一箇所は年内に、土木関係の
箇所は３月中の完成予定。

Q		難視聴解消設備撤去費３１０万円は何
か。

A		ケーブルテレビに接続されたので、不要
となる共同アンテナ撤去費用の２分の
１を補助するものである。

委員会における質疑応答

委員会付託案件　２件

▲総務常任委員会風景
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委員会活動

産業建設
常任委員会

○町及び字の区域の変更について	 →　原案承認（全員一致）
　岩内工業団地敷地内の岩内町と莇生町との字界区分について
○能美市基金条例の一部を改正する条例について	 →　原案承認（全員一致）
　企業立地促進基金と土地区画整理区域環境整備基金条例である
○能美市工業用水道給水条例の一部を改正する条例について	 →　原案承認（全員一致）
　工業用水道事業による料金区分を第１種と第２種に区分するもの
○平成18年度能美市一般会計補正予算（第５号）所管事項	 →　原案承認（全員一致）
　企業立地促進基金の積立金など
○平成18年度能美市公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）	→　原案承認（全員一致）
　マンホール等の補修工事費
○平成18年度能美市農業集落排水事業特別会計補正予算（第３号）	→　原案承認（全員一致）
　粟生工業団地の工業用水が19年１月からの供給開始に伴うもの
○能美市サンロード情報ステーションの指定管理者の指定について	→　原案承認（全員一致）
　ござっせ倶楽部に指定するもの
○専決処分報告（平成18年度能美市一般会計補正予算（第4号））
　７月豪雨による災害復旧のもの

Q		今後工業用地が造成された場合に水単
価は。

A		工水設備投資企業の使用水量により単
価を決める。

Q		まつりのあり方検討委員会の委員のメ
ンバー構成は。

A		旧町単位で７名ずつ、共通で３名、合計
24名で運営形態、発展的解消、新規市
祭の可否について検討。

Q		７月豪雨による災害復旧の進捗状況は。
A		現在復旧工事をしているところは湯屋
ゴルフ場線、加賀産来丸線、緑が丘９号
線、など５ヶ所であり工期は３月末であ
る。

Q		補修するマンホールは工事ミスでない
のか。

A		10年以上経過したものがほとんどであ
り以前の工法は耐久性が低かったため。

委員会における質疑応答

委員会付託案件　議案８件　報告１件　合計９件

▲産業建設常任委員会風景



能美市議会だより　第 10号1�

委員会活動

教育民生
常任委員会

▲教育民生常任委員会風景

○石川県後期高齢者医療広域連合の設立について	 →　原案承認（賛成多数）
○能美市介護保険条例の一部を改正する条例について	 →　原案承認（全員一致）
○能美市公民館条例の一部を改正する条例について	 →　原案承認（全員一致）
○平成18年度能美市一般会計補正予算（第5号）所管事項	 →　原案承認（全員一致）
○平成18年度能美市国民健康保険特別会計補正予算（第2号）	 →　原案承認（全員一致）
○能美市生活支援ハウスの指定管理者の指定について	 →　原案承認（全員一致）
●石川県後期高齢者医療広域連合の設立について反対討論
医療費が増えれば増える程、高齢者の負担が増えていくことになる。また、医療費を抑制するための
差別医療に繋がるおそれがある。
●同賛成討論
高齢者の増加現象を鑑みた場合、今後とも医療保険制度を持続可能なものにするには、この新たな制
度は必要である。

Q		広域連合になることで受給者の声が届きにく
くなるのではないか。

A		県内各市町から広域連合議会議員を選出して
おり、そのような懸念はない。

Q		介護保険条例の一部改正について、納期を９
期から12期に変更すると滞納や徴収不備等
が発生しないか。

A		滞納等の問題は無いが、重複徴収の懸念があ
るので、毎月の納付案内を行いたい。

Q		母子父子福祉費の増加原因はなにか。
A		ひとり親家庭等福祉手当受給者の増加が原因
であり、平成18年3月時点で321名であっ
たものが、10月現在で347名に増加し、児
童数も458名が496名に増加したことが直
接の原因である。

Q		不正受給についての監視体制は。
A		家庭相談員がチェックしている。
Q		予防費の増加原因は何か。
A		脳ドック等について、市の負担額が多く、脳
ドックの受診者が想定した数以上に増えたこ
とが原因である。因みに、当市は自己負担２割、
近隣市はほぼ３割負担となっている。

Q		精神障害者の医療給付費が増額になっている
原因は何か。

A		精神手帳所持者に認知症の方が増えてきたこ
とが原因である。

Q		能美市生活支援ハウスの現在の入所状況はど
うか。

A		12名入所している。夫婦で２組。男女別では、
男３名、女９名。年齢的には68歳から92
歳までの方が入所している。

Q		当市における感染性腸炎（ノロウィルス）の
状況と対策は。

A		市立病院に昨年12月18日現在で４名の患
者がいるが、患者については、隔離看病して
いる。感染対策として、医師及び看護士に対
して、手洗い等の励行、手すり等多数の人が
触れるものについては、塩素系消毒剤による
消毒を実施している。

Q		一人暮らし高齢者及び高齢世帯に対する除雪
について、市として何かフォローしているか。

A		地元の協力が大切であるが、地元でフォロー
しきれない面があれば、介護長寿課に連絡し
て戴ければ、対応している。

委員会における質疑応答

委員会付託案件　６件



第 10号　能美市議会だより 1�

⃝
視
察
日

　

11
月
8
日
～
9
日

⃝
視
察
先

　

愛
知
県
新
城
市
議
会

⃝
視
察
目
的

①
議
会
の
申
し
合
わ
せ
事
項

②
議
会
運
営
委
員
の
選
任
方
法

③�

請
願
・
陳
情
書
の
取
り
扱
い
に
つ
い

て
④
代
表
質
問
に
つ
い
て

⑤
委
員
会
の
視
察
研
修
に
つ
い
て

⑥
政
務
調
査
費
に
つ
い
て

⃝
視
察
の
内
容

　

新
城
市
は
、
平
成
17
年
10
月
1
日
に

1
市
1
町
1
村
の
合
併
に
よ
り
誕
生
。

人
口
及
び
世
帯
数
は
能
美
市
と
ほ
ぼ
同

規
模
な
が
ら
、
面
積
は
愛
知
県
で
2
番

目
の
広
さ
を
有
し
て
い
る
。

　

議
会
の
構
成
と
し
て
は
、
現
議
員
数

30
人
（
法
定
数
30
人
）。
常
任
委
員
会
は

4
委
員
会
、
特
別
委
員
会
は
設
置
さ
れ

て
い
な
い
。
ま
た
、
会
派
は
6
会
派
が

組
織
さ
れ
て
い
る
。

　

議
会
の
申
し
合
わ
せ
事
項
は
、
先
例

集
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

　

議
会
運
営
委
員
の
選
任
方
法
は
、
会

派
代
表
の
6
人
と
常
任
委
員
長
4
人
の

計
10
人
で
構
成
。

　

請
願
・
陳
情
の
取
り
扱
い
は
、
締
切

り
日
を
開
会
告
示
日
前
日
（
休
日
は
除

く
）
の
午
後
5
時
ま
で
、
取
り
扱
い
に

つ
い
て
は
「
請
願
・
陳
情
の
審
査
基
準
」

に
て
対
応
。

　

代
表
質
問
は
、
市
長
が
行
う
予
算
大

綱
説
明
及
び
所
信
表
明
に
対
し
て
行
い
、

質
問
時
間
は
答
弁
を
含
め
90
分
以
内
。

　

委
員
会
の
視
察
研
修
旅
費
は
、
常
任

委
員
会
が
1
人
当
た
り
11
万
円
（
2
泊

3
日
）、
議
会
運
営
委
員
会
が
1
人
当
た

り
5
万
５
、０
０
０
円
（
1
泊
2
日
）
を

基
準
。

　

政
務
調
査
費
は
、
1
人
当
た
り
年
額

15
万
円
。

　

終
り
に
、
議
会
全
般
の
運
営
に
つ
い

て
の
先
例
集
が
作
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

ま
た
、
請
願
・
陳
情
の
審
査
基
準
が
設

け
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
能
美
市
議

会
で
も
今
後
の
議
会
運
営
の
参
考
と
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
た
。

⃝
視
察
日

　

10
月
26
日
～
27
日

⃝
視
察
先

　

�

奈
良
先
端
科
学
技
術
大
学
院
大
学
及

び
生
駒
市
役
所

⃝
視
察
の
目
的

　

学
官
連
携
の
現
状
と
今
後
の
展
開
に

つ
い
て
。

⃝
視
察
の
内
容

　

連
携
に
つ
い
て
は
大
学
設
立
当
初
よ

り
支
援
財
団
へ
の
職
員
派
遣
、
平
成
12

年
度
よ
り
大
学
院
職
員
と
市
職
員
と
の

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の

活
動
、
市
職
員
が
半
年
間

大
学
院
へ
の
派
遣
研
修
等

か
ら
始
ま
り
、
地
域
医
療

の
分
野
で
は
消
防
本
部
と

の
連
携
で
救
急
活
動
支
援

画
像
配
信
シ
ス
テ
ム
事
業

の
委
託
研
究
が
な
さ
れ
て

お
り
実
用
化
さ
れ
れ
ば
画

期
的
な
も
の
と
な
る
。
地

域
振
興
、
活
性
化
の
分
野

で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

セ
ン
タ
ー
の
館
内
案
内
ロ

ボ
ッ
ト
、
ま
た
教
育
、
文

化
に
お
い
て
は
大
学
生
を

学
校
に
派
遣
す
る
学
校
教

育
支
援
、
小
中
学
校
の
教

員
を
大
学
院
で
の
研
修
や

児
童
生
徒
の
大
学
院
で
の

体
験
学
習
等
さ
ま
ざ
ま
な
連
携
が
な
さ

れ
て
い
た
。
我
が
市
に
お
い
て
は
遅
れ

な
が
ら
も
北
陸
先
端
科
学
技
術
大
学
院

大
学
と
学
官
連
携
協
定
が
締
結
さ
れ
、

今
後
市
の
繁
栄
に
大
き
く
貢
献
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。

議
会
運
営
委
員
会　

視
察
報
告

総
務
常
任
委
員
会　

視
察
報
告
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⃝
視
察
日

　

11
月
27
日
～
29
日

⃝
視
察
先

　

千
歳
市
「
企
業
誘
致
、
航
空
自
衛
隊

千
歳
基
地
、
陸
上
自
衛
隊
東
千
歳
駐
屯

地
」
旭
川
市
「
科
学
館
サ
イ
パ
ル
、
旭

山
動
物
園
」

⃝
視
察
の
内
容

　

千
歳
市
は
人
口
９
万
２
千
人
、「
陸
」、

「
海
」、「
空
」
の
交
通
ア
ク
セ
ス
が
強

み
で
あ
る
。
ま
た
、
北
部
方
面
の
防
衛

の
要
と
し
て
、
航
空
自
衛
隊
千
歳
基
地

や
陸
上
自
衛
隊
東
千
歳
駐
屯
地
が
あ

り
、
自
衛
隊
関
係
者
約
２
万
２
千
人
が

生
活
し
て
い
る
。
企
業
誘
致
に
つ
い
て

は
、
市
企
業
振
興
課
が
企
業
を
訪
問
し

誘
致
活
動
を
進
め
て
い
る
。
立
地
企
業

に
対
す
る
優
遇
措
置
は
、
固
定
資
産
税

相
当
額
を
３
年
間
と
雇
用
者
１
名
に

つ
き
30
万
円
を
補
助
し
て
い
る
。
最

高
限
度
額
は

１
億
５
千
万

円
で
あ
る
。

航
空
自
衛
隊

千
歳
基
地

は
、
Ｆ
15
戦

闘
機
を
配
備

し
24
時
間
体

制
で
警
戒
に

当
っ
て
い
る
。

３
０
０
０
ｍ

級
の
滑
走
路
を
２
本
設
置
し
て
い
る
。

陸
上
自
衛
隊
東
千
歳
駐
屯
地
は
、
総
面

積
５
９
０
万
㎡
を
有
し
、
陸
上
自
衛
隊

唯
一
の
機
甲
師
団
で
隊
員
５
０
０
０
名

が
所
属
す
る
陸
上
自
衛
隊
最
大
規
模
の

駐
屯
地
で
あ
る
。
旭
川
市
は
、
人
口

35
万
７
千
人
で
、
特
に
注
目
さ
れ
て
い

る
の
は
市
営
の
旭
山
動
物
園
で
あ
る
。

昭
和
42
年
に
開
園
し
た
当
時
は
、
入
園

者
数
が
45
万
８
千
人
で
あ
っ
た
も
の
が
、

平
成
８
年
に
は
26
万
人
と
過
去
最
低
に

落
ち
込
み
、
こ
れ
に
危
機
感
を
感
じ
、

従
来
の
見
る
だ
け
の
展
示
方
法
を
、
動

物
を
も
っ
と
リ
ア
ル
に
演
出
す
る
行
動

展
示
に
し
た
こ
と
で
変
化
が
訪
れ
た
。

ガ
ラ
ス
越
し
に
見
え
る
ホ
ッ
キ
ョ
ク

グ
マ
の
ダ
イ
ビ
ン
グ
や
ア
ザ
ラ
シ
の
遊

泳
が
次
第
に
浸
透
し
、
平
成
17
年
に
は

２
０
０
万
人
の
入
場
者
を
記
録
し
て
い

る
。
ま
た
、
科
学
館
サ
イ
パ
ル
は
、
映

像
や
実
験
を
通
し
て
来
館
者
が
飽
き
る

こ
と
な
く
科
学
を
楽
し
む
こ
と
が
出
来

る
新
し
い
観
光
資
源
と
し
て
期
待
さ
れ

て
い
る
。
企
業
誘
致
に
つ
い
て
は
、
交

通
ア
ク
セ
ス
と
水
が
如
何
に
大
事
で
あ

る
か
を
実
感
し
た
。
ま
た
、
動
物
園
に

つ
い
て
は
、
動
物
を
間
近
に
見
せ
て
観

客
に
迫
力
を
感
じ
さ
せ
る
演
出
が
必
要

で
あ
る
と
と
も
に
動
物
の
生
態
観
察
や

ふ
れ
あ
い
な
ど
、
飼
育
係
の
ア
ド
バ
イ

ス
も
大
切
な
こ
と
で
あ
る
。

⃝
視
察
日

　

11
月
６
日
～
７
日

⃝
視
察
先

　

香
川
県
東
か
が
わ
市
議
会

⃝
面
談
者

　

新
庁
舎
建
設
検
討
特
別
委
員
会
の
委

員
長
・
副
委
員
長
と
議
会
事
務
局
長

⃝
視
察
内
容

　

新
庁
舎
建
設
検
討
特
別
委

員
会
の
設
置
の
理
由

　

・
各
庁
舎
の
老
朽
化

　

・
耐
震
性
が
な
い

　

・
急
激
な
人
員
削
減

委
員
会
の
経
過

　

Ｈ
17
年
９
月
に
12
名
で
委

員
会
を
設
置
。

　

10
月
、
新
庁
舎
を
建
設
す

る
の
で
あ
れ
ば
本
庁
舎
周
辺

と
し
た
。

　

Ｈ
18
年
３
月
に
議
場
は
現

在
の
ま
ま
で
い
い
と
の
結
論
。

　

６
月
に
中
間
報
告
と
し
て
、

新
庁
舎
は
必
要
で
あ
り
、
場

所
は
本
庁
舎
周
辺
と
す
る
。

　

建
設
案
は
、
数
案
出
て
い

る
が
、
土
地
購
入
困
難
で
、

案
が
削
ら
れ
て
い
る
。

　

資
金
と
し
て
、
県
補
助
金

と
、
合
併
特
例
債
を
利
用
。

　

県
補
助
金
は
、
市
民
交
流

プ
ラ
ザ
建
設
が
目
的
で
新
庁

舎
と
ド
ッ
キ
ン
グ
し
た
建
設
と
す
る
。

　

建
設
費
は
、
新
庁
舎
が
８
億
円
以
上
、

交
流
プ
ラ
ザ
が
６
億
円
以
上
で
外
構
工

事
を
入
れ
て
、
15
億
円
が
必
要
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会　

視
察
報
告

統
合
庁
舎
検
討
特
別
委
員
会　

視
察
報
告
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今
定
例
会
に
お
い
て
、

平
成
17
年
度
の
決
算
認
定

が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
議

会
と
し
て
初
め
て
市
の
決

算
認
定
を
審
議
し
た
わ
け

で
す
が
、
い
か
に
健
全
な

財
政
運
営
が
難
し
い
か
を

知
り
ま
し
た
。
ま
た
、
第

１
次
能
美
市
総
合
計
画
基

本
構
想
策
定
の
議
案
も
可

決
さ
れ
、
い
よ
い
よ
市
の

設
計
図
の
作
成
が
始
ま
る

一
方
、
現
行
の
３
庁
舎
分

庁
方
式
や
市
内
に
２
つ
の

都
市
計
画
区
域
が
あ
る
こ

と
な
ど
が
一
般
質
問
等
で

議
論
さ
れ
、
改
め
て
能
美

市
の
抱
え
る
問
題
点
を
認

識
し
ま
し
た
。
い
ず
れ
に

し
て
も
ひ
と
つ
ず
つ
市
民

の
み
な
さ
ん
の
声
を
積
み

上
げ
て
解
決
し
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
議
会
と
し

て
も
、
市
が
一
歩
一
歩
前

進
し
て
い
け
る
よ
う
に
議

論
し
、
政
策
を
提
示
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の「
の
み
だ
よ
り
」

が
、
ひ
と
つ
の
節
目
と
な

る
第
10
号
の
発
行
と
な

り
ま
す
。
毎
回
試
行
錯
誤

の
繰
り
返
し
で
す
が
、
少

し
で
も
市
民
の
み
な
さ
ん

に
親
し
み
や
す
く
、
わ
か

り
や
す
い
広
報
誌
を
編
集

し
よ
う
と
日
々
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
こ

れ
か
ら
も
ご
愛
読
の
程
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

（
福
田　

豊
）

●
広
報
特
別
委
員
会
●

委
員
長

小
手
川
正
明

副
委
員
長

嵐　
　

昭
夫

委　
　

員

白
川　
　

寛

倉
元　

正
順

北
野　
　

哲

福
田　
　

豊

能美市議会だよりは環境に優しい100％再生紙
及び大豆油インキを使用しています。

編　

集

　
　

後　

記

寺
井
山
遺
跡
に
は
、
今
か
ら
約
一
八
〇
〇
年
前

の
弥
生
時
代
終
末
期
に
造
ら
れ
た
墳
丘
墓
２

基（
寺
井
山
５
号
墳
・
６
号
墳
）が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

発
掘
調
査
に
よ
っ
て
、
５
号
墳
は
径
二
十
ｍ
の
円

墳
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
６
号
墳
の
主
体
部
か

ら
は
鉄
剣
・
大た

ち刀
・
鉄て

つ
ぞ
く鏃
が
出
土
し
ま
し
た
。
そ
の

規
模
や
副
葬
品
か
ら
当
時
の
寺
井
山
一
帯
を
治
め

た
人
々
が
葬
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

か
つ
て
の
寺
井
山
に
は
、
こ
の
２
基
以
外
に
も

古
墳
が
造
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
そ
れ
ら
は
近
年
の
開
発
に
よ
っ
て
消
滅
し
、

寺
井
山
遺
跡
が
当
時
の
姿
を
残
す
唯
一
の
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
周
辺
に
あ
る
和
田
山
・
末

寺
山
古
墳
群
と
比
べ
て
造
ら
れ
た
時
期
が
古
く
、
能

美
古
墳
群
の
始
ま
り
を
知
る
上
で
学
術
的
に
も
重

要
で
す
。
こ
う
し
た
点
か
ら
、
昭
和
45
年
、
県
指
定

史
跡
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

遺
跡
公
園
と
し
て
整
備
さ
れ
た
現
代
の
寺
井
山

遺
跡
は
、
能
美
の
歴
史
を
私
達
に
伝
え
て
く
れ
る
貴

重
な
能
美
市
の
歴
史
遺
産
で
す
。

③

県
指
定
史
跡

　

寺
井
山
遺
跡

広
報
特
別
委
員
会　

視
察
報
告

⃝
視
察
日

　

11
月
20
日
～
21
日

⃝
視
察
先

　

埼
玉
県
入
間
市
議
会

⃝
視
察
の
目
的

　

編
集
技
術
の
向
上

⃝
視
察
の
内
容

　

方
針
を
①
議
会
の
活
動
内
容
を
広
く
公
正
な
内
容

で
知
ら
せ
る
。
②
市
民
と
議
会
を
結
ぶ
パ
イ
プ
役
に

な
る
こ
と
。
③
読
み
や
す
い
紙
面
の
工
夫
と
親
し
み

愛
さ
れ
る
議
会
だ
よ
り
の
作
成
。
と
定
め
て
い
る
。

　

当
議
会
広
報
と
の
相
違
点
と
し
て
、
一
般
質
問
者

の
顔
写
真
を
掲
載
し
な
い
こ
と
や
市
民
の
声
と
し
て

毎
号
2
名
の
方
の
投
稿
を
掲
載
し
て
い
る
こ
と
な
ど

が
特
徴
的
で
あ
る
。

　

以
下
質
疑
の
中
か
ら
次
の
事
項
を
確
認
し
た
。

・�

委
員
の
選
出
基
準
は
、
常
任
委
員
会
副
委
員
長
と

会
派
よ
り
選
出
。

・�

ぺ
ー
ジ
構
成
の
大
枠
は
議
会
事
務
局
が
決
め
、
原

稿
は
写
真
を
含
め
て
議
員
が
作
成
し
、
提
出
し
て

い
る
。

・�

印
刷
会
社
は
大
手
2
社
と
地
元
2
社
か
ら
見
積
も

り
を
と
っ
て
決
定
し
て
い
る
。

・�

表
紙
の
色
刷
り
を
季
節
に
応
じ
て
変
え
て
い
る
。

・�

請
願
、
意
見
書
は
、
市
民
に
わ
か
り
や
す
く
す
る

た
め
に
、
大
き
く
と
り
あ
げ
て
い
る
。

　

そ
の
他
、
読
売
新
聞
東
京
本
社
と
日
本
広
報
協
会

を
訪
ね
、
新
聞
紙
面
づ
く
り
や
、
全
国
自
治
体
優
秀

広
報
を
視
察
し
、
見
聞
を
広
め
た
。

　

今
回
の
視
察
結
果
を
参
考
に
し
て
、
今
後
の
議
会

広
報
編
集
に
十
分
活
か
し
て
い
き
た
い
。

名所　寺井山遺跡


